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C－87　周径測吏につい１の一考寮し
東横芳ffi寸短欠　〇角谷和子　西村清子　mi 子鶴子

目的　被服構成の塞虞 資料としての身体各部の測^ 汰のうち，特に誤#-が印くヵヽ つ仮り

唾 いat グ)禰正が即い下苓身部の身釦

目的のにめの便用に簡梗r^ 人ヶ-  )ﾚ£着蒙試作し これ£用いに測芝秘策について謝 面す

る。

方ま 杖検 着とI.てヤ子丸生り8 才～2011 )3?9 も 球

囲り刺定法並びに本又々ベ レにa 下誉身婦の最大周径の測定法を肘Vv ，ヽその緒 粟を比

較検討リ こ。尚同一便検者のうら，任 急に薯んμ釣堀の//I  恥については，下そ身邨の最

大周径の測定値 。い) 算出リ こ身幅の大概や物単衣長 着＆作り若用こ!せて身幅 の倉呑£検討

I. re.

結粟 測定捕粟ほ弧釆この計測汰による腰囲平均が箆^CTTl 。 本 尺ケ ー,レによる最火周径

平均は訊 駝7･レでめり，両看の差の最大値 は|卵 ・－,  差の最ふ値はO しTx．であ7  だ。f

半専婦 周領:の測定に本ﾇ, 与一ル£用いること｡により, 熟練度,7)fﾛ硲によらず再現散のある

正通V 敏櫨 瓦迷やヵヽ に得るこヒi で に この値による大裁そ物単夜長 着の着用緒菜ｶ らヽ

かそ(7)優秀性が認 めら山 和捉の身幅決定にほこの又ケつ レによる劃定汰が最泰て'あゐヒ

いう涌粟＆得μ:，本･報告では和脱の着用実験 £行'＼，に段殯であるが，本 叉乍づﾚ は又力

－ト製作のrこめの牌圈り測史に1ｼ 適用可能 でめる。

C －88 周径測定についての一考家（ オ2 報 ）
東横学園女短欠　〇西村清子　角を和子　岡村干鶴子

1:l的　紋服構成における重孚Q-'計測弩位 である胸囲( よぞ身部最大周張) の測定ほ，It

別位S の選定に個ﾒ,基 哺々') ，計I'Jlにくく，誤差々'･`印い。この部位£対象I-, てオI  杖

で緩告リ こ了^ デ^  jt 泳用I,  下ぞ身部の計測刄ケーjレ瓦改良けこもの£使 用V,  計測

技術の熟練厦にヵヽヵヽ in らず正諏，迅速に計測 できる方法£考家r り ので，その測定値 £

用い(こ着用覧験結粟を報告し 計測ま£評価 する・

お

この中ヵヽら従載，主に行？1つれている測定法の胸囲(  乱頭位水,平胸囲)  ヒ本ﾇ，り'一以 二

る測定方湊による上手身最火周径との両者(力差が丸きV 被ヽ検 者を球 び瓜､,  胴弩原型に。i

る着用発験E 行７い比較検討I  fこ。
紬栗　如 良独渚 の測定捕果lot 従釆励し頭位水平面囲平均が`紅妬cwし, 本%､ケつ レに｡rる

^ 匁周径 平均[125. Hem. であり，両者の東の最欠値 μ｡6 CTT。 差の最小像はo cm,  ,   その

偏差値は/ぶ とわ に。胸囲m 値 により製作k  rこ胴部原型の為 胴締果は，ゆり 量が`ダ

ないのに対･。 本スケつ レに。り) 得μ値 にj:るそれの% 鳶楠粟は，通当￥ゆとり量&-もつ

i)<7i £碍μ。脚m 計測に^ り本又ケールのよ半身部周径の計刺法が適切v 値を傷石ことダ

できるという締果£碍に。尚本ヽ又江一)レによる計測は熟練 度に左あ きれず, 平易迅球に最

大,周径£正趨 に得ることができる<7)で',身体の他 の部枚，it I えぼ腕部，丸砥邨^ どの最

大周径の計測 にか通用可能^ 老えられゐ夕)で，これらについて今後研究邑進める子定でh

る。


